










神の語りかけ

※私たちはどうした

ら、礼典を受けるのに

ふさわしくなるのでし

ょうか。

ょって、ェジプトから脱出した出来事を記念し

て守ってきた行事です (出エジプト12章 )。 主

は神の民の新しい出ェジプト、すなわち罪から

の脱出のために、自らを犠牲とされました (1コ

リント5:7)。 そしてご自身を与えてくださるし

るしとして、パンとぶどう酒を、自分のからだ、

自分の血として弟子たちに分け与えられました

(マ タイ26:26以下)。 そのことを覚えて、教会

は主の晩餐を聖餐式として行ないます。復活の

主が弟子たちに現れて共に食事をし、彼らの目

を開いてくださったように (ルカ24:30,31,ヨ

ハネ21:13)主が今も私たちと共にいて、ご自身

を与えてくださいます。主は人々の「罪がゆる

されるように」(マ タイ26:28)と、ご自身を与え

られました。罪のゆるしがあるところには、新

しいいのちと祝福があります。それにつらなるす

べての者が、主を中心にして結びつけられま

す。

洗礼における水、聖餐におけるパンとぶどう

酒はあくまで水であり、パンであり、ぶどう酒

にほかなりませんが、しかし神の民の礼拝の中

で、それを通してみことばが語られ、受け取ら

れるとき、それは神ご自身のみわざとなり、そ

れによって主の恵みが確かに分け与えられま

す。神のことばは魔術的に働くのではなくて、

私たちに向かってイエス・キリストの救いをも

たらします。それを信仰をもって受け取るので

す。神さまへと方向転換し (悔い改め)、 罪のゆ

るしを受け、新しいいのちにあずかろうとする

人は、礼典の保証をも受けることができます。

(洗礼、聖餐については改めて学びます。)
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同 祈  り

何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、求めているものを

神に打ち明けなさぃ。              (フ ィリピ4:6)

あらゆる苦難にさいして神に呼びかけること、これが祈りである。

これは神がわれわれに要求なさることで、われわれの気ままに任せら

れていることではない。われわれがキリスト者でありたいならば、祈

るべき義務があり、また祈らずにはおれないはずである。

(ルター 。大教理問答書)

神との対話 祈りは私たちの神さまとの対話です。自分の

心の中でひそかに感じていたり、こうあって欲

しいと祈念しているだけでなく、信仰の相手で

ある神さまと語るのです。しかし、それはただ

私の願いを並べて注文するのではなく、むしろ

神さまが何を語られるのかを聞き、そのみ心が

私たちを制圧してしまうことを求めます。その

ために心を静かにし、また事ごとに祈ってゆく

ことが必要です。恵みとゆるしの神さまとの対

話ですから、完全な模範答案をたずさえてゆく

必要はありません。神さまによって正された

り、導かれたりするのが大事です。そのような

祈りは、信仰の生活態度そのもの、信仰者のい

のちの呼吸でもあります。

主イエスの祈り、

主による祈り

主イエスは、いつも祈っておられただけでな

く、ご自身の生涯の大切な転機には、特別に祈

られました。洗礼を受けたとき (ルカ3:21)、 山

上の変容のとき (同 9:29)、 また十字架を前にし

たゲッセマネで (マ タイ26:36)、 ひたすら祈っ

ておられたことが記されています。そして弟子

たちにも祈ることを教えられました (ルカ11:1
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み心のままに

何を祈るのか

-13)。 父なる神が、切に求める者に必ず聞いて

くださり、求めてくる者に聖霊をくださるにち

がいないと保証してくださいました。また主イ

エスのみ名によって求めるなら、必ず与えられ

ると約束なさいました (ヨ ハネ15:16,16:23)。

それはただ、主のみ名を呪文のように唱えたら

よいというのではありません。主イエスによっ

て、私たちが神に祈ることのできる基盤として

の、新 しい神関係をつくってくださったという

ことです。主が私たちの祈りの手本になってく

ださっただけでなく、私たちが祈ることができ

るようにしてくださったのです。

弟子たちが、どのように祈ったらよいかを尋

ねたとき、主はいわゆる「主の祈り」を教えて

くださいました。主イエスは父なる神と親しい

交わりをもっておられましたが、私たちも神さ

まに「父よ」と呼びかけることができるように

してくださいました。しかし、親しい関係の中

で自分たちの求めを述べる前に、主の祈りはま

ず私たちが神さまのみ心が実現するように、し

かも私のうちにも実現するようにと祈るべきこ

とを教えています。「わたしの願いどおりでは

なく、み心のままに」 (マ タイ26:39)と いうの

が、ゲッセマネの園で主ご自身が祈られたこと

でありました。

しかし同時に、この父なる神はすべてを造

り、愛し、支えてくださる神です。私たちは自

分で祈りの内容をえり分け、精神的で恰好のよ

いこと、敬虔らしく思えることばかりを祈るの

ではありません。衣食住についても、金や生活
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ひとりで祈る

のことも、夫婦や子どものことも、政治や平和、

気候や健康、教育や友だちのことなど、あらゆ

ることについて祈り、それらのことの中で、神

のみ心が何であるかをたずねてゆかなくてはな

らないのです。

たずね求めることばかりではありません。私た

ちはすでに頂いた恵みを感謝し、み名を讃美し

ます。私たちの罪の告白とゆるしの願いも、ま

た自分のことばかりでなく、隣人のため、すべ

ての人のための執り成しも、祈りの内容です。

なかなか祈り気持ちが起こらないときも、祈

れるようにと祈ります。私たちがほんとうに求

めなくてはならないことは、自分自身を聖書の

光のもとにさらして見るとき、おのずから明ら

かになります。

主は偽善者のように祈るのではなく、自分の

部屋で戸をしめて祈るように教えられました

(マ タイ6:6)。 忙 しい日常生活の中でも、ひと

りで自分の人生を思い、神さまとの対話の時を

もつことは、たいへん大切です。国に出しても、

出さなくても、ただ瞑想するだけでなく、相手

である神さまに、言葉をもって語りかけます。

幼稚な言葉でも、整った形でなくても、少しも

かまいません。ただ自分の勝手な注文を出すだ

けでなく、神さまのみ心を考え、恵みを見いだ

し、感謝することを忘れないようにしましょう。

聖書、ことに詩編の言葉や、讃美の歌、先輩た

ちの祈りも、私たちが祈る祈りの助けとなりま

す。人に見せびらかす必要はありませんが、ひと

り祈る姿は、また最も深い証しでもあります。
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共同で祈る

絶えず祈りなさい

※キリスト教でいう祈

りは、一般にいう祈祷

や祈願とどのように違

うのでしょうか。

神さまに信頼する人々が心を合わせて祈るな

ら、父なる神はきっとそれをかなえてくださる

と、主は保証されました (マ タイ18:19)。 地上

のキリスト教会で、共同の祈りほど大きい力は

ないし、これこそ何にも負けない力であると、

ルターは述べています (善 きわざについて)。

祈祷会だけでなく、主日の礼拝も、そのような

祈りと言えます。そしてそこでも、私たちの側

からの願いだけでなく、神さまからの語りかけ

を聞かなくてはなりません。共同の祈りの中で

こそ、互いに執り成し合い、また世のために祈

ることをも覚えてゆかなくてはなりません。

旧約聖書のダニエルは、一日に三度神の前に

祈ったとしるされています (ダニエル6:11)。

初代教会の人々は、それに基づくイスラエルの

民の習慣を引き継いだようです。ルターの小教

理問答書は、朝夕の祈りと食前、食後の祈りの

例を示しています。神さまは、苦難の日に自分

を呼ぶなら、お前を救うと約束していてくださ

います (詩編50:15)。 しかし、ただかなわぬ時

の神頼みというのではなく、絶えず祈っている

ことが必要です。

神さまはどんな祈りも聞いていてくださるに

違いありませんが、私たちが具体的に求めると

おりになるかどうかは、神さまにおまかせしな

くてはなりません。パウロが伝道の働きのため

に、自分の病気がいやされることを特別に祈り

求めた時も、そのとおり聞き入れられないで、

もっと深いみ心が示されているのです (2コ リ

ント12:8,9)。

(主の祈りについては改めて学びます。)
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岡「主のもの」としての生活

あなたがたの体は、神からいただいた聖霊が宿ってくださる神殿で

あり、あなたがたはもはや自分自身のものではないのです。あなたが

たは、代価を払って買い取られたのです。だから、自分の体で神の栄

光を現しなさい。            (1コ リント6:19,20)

こうして私は主のものとなり、み国において彼のもとに生き、永遠

の義と純潔と救いとの中に主に仕えるのです。

(ル ター・小教理間答書)

キリストのしもべ 主イエスによって贖 われたということは、

いわば身代金が支払われたということです。む

かしの奴隷売買のイメージから取られた表現な

のでしょう。もし身代金が支払われたら、その

人は支払った人を新しい主人としなくてはなり

ません。新約時代にはまだ、奴隷であるか自主

の人であるかが、社会的にはたいへん大きな立

場の相違となりました。しかもパウロは、自分

が「イエスのしもべ (=奴隷 )」 であると名乗
り、それを誇りにしています。他方主イエス

は、もうあなたがたをしもべとは呼ばない、あ

なたがたは私の友だと、言われました (ヨ ハネ

15:15)。 このイエスを私たちの主人とすること

は、大きな恵みであると共に、責任のあること

です。主人のいる神の国に共に生きることがで

きると同時に、この主人にふさわしい生き方を

しなくてはなりません。

行つて実を結ぶ よい木はよい実を結ぶと、主は言われました

(マ タイ7:17)。 よい木である主イエスにつなが

っている者、主を自分の主人とする者にふさわ

しい生き方はどういうものでしょうか。主イエ
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キリストのからだ

として

スによって与えられた救いは、それを得るため

に努力して正しい生活をする必要はなく、信仰

によって与えられます。しかし私たちは、与え

られた救いにふさわしいものになってゆかなく

てはなりません。

主に癒された十人の重い皮膚病の人たちの中

で、主のもとに帰ってきて、神を讃美し、主に

感謝したのは、たった一人だけでした (ルカ17:

18)。

自分もゆるされたのだから、ほかの人に対し

てもゆるすように、主は命じられました (マ タ

イ18:33)。

いやされた人に、再び罪をおかさないように

と、主は戒めておられます (ヨハネ5:14)。

主のあり方にならって、互いに仕え合い、愛

し合うようにと、イエスは励ましてくださいま

した (ヨ ハネ13:14、 15:12)。

主イエスの救いは私たち自身の安心に止まら

ず、父なる神が今もなお働いておられるように

私もまた働くと百われた主 (ヨ ハネ5:17)に な

らい、よい実を結ぶために、これまでの生活か

ら立ち上がってゆくよう、私たちをかりたてま

す。

主を信じる者は、キリストをかしらとするか

らだに連なる部分として受け入れられます。そ

れは主のいのちにあずかるというだけでなく、

それだからこそ、主の手足として働くことも許

されるのです。しかし、手足はじっかりとから

だのいのちにつながっており、かしらの意志に

従って働かなくてはなりません。手足が考えた

ように動かなかったり、勝手に動いたのでは困
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福音にふさわしい

教会生活

福音にふさわしい

社会生活

ります。

主ご自身、そのような信じる者との結びつき

を、ぶどうの木と枝の関係にたとえられました

(ヨハネ15:5)。 みことばによって、いつも幹に

結びついていることが、第一に必要です。そし

てよい実を結んでゆきます。結ぶことのできる

実は枝の実ではなくて、ぶどうの木の実です。

古い枝にではなくて、新しい枝にこそ、いつも

実がつきます。

パウロは「福音にふさわしい生活を送りなさ

い」 (フ ィリピ1:27)と勧めました。「生活をす

る」というのは、ただ自分ひとりが日を過ごす

というのではなくて、人々との交わりの生活を

示しています。それは第一に、私たちが教会の

交わりの中で生きるようにということです。キ

リストのからだとしての教会に、しっかりつら

なってゆくことが必要です。現実の教会は、人

間の集まりでもありますから、決して理想的な

ものではありません。しかし、その中で共にみ

ことばを聞いてゆきます。不完全であるだけ、

私たちがなすべきこともたくさんあるのです。

交わりの生活は、教会においてだけでなく、

第二には社会における生活をも含んでいます。
バプテスマのヨハネは、自分は一般の社会生活

から離れて、荒れ野の中で生きていましたが、

それぞれの人々が置かれた社会生活の中で、正

しく、愛をもって生きることを求めました (ル

カ3:11-14)。 主イエスは、さらに積極的に、困

っている人の隣人となることを求められます

(ルカ10:37)。 そして弟子たちをこの世から離
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福音にふさわしい

個人生活

※主イエスに結びつく

者としての生活を考え

るとき、自分の生活の

どの側面にいちばん注

意しなくてはならない

ことがあるのでしょう
か。

教会の交わりや社会生活では、無理 して自分

をりっぱな者に見せようとし、個人生活ではつ

い本音を出している、というようなことがあり

ます。逆に外の生活では目立たないようにほか

の人々といっしょに行動しているが、個人の生

活だけは敬虔さを確保しておこうとすることも

あります。しかし、神はどの側面でも私たちと

共におられます。取りつくろうように努力する

のではなくて、私たちをゆるし、導いてくださ

る神に、全面的に信頼することが必要です。私

のりっぱさが誇られるのではなくて、神の愛と

恵みが証しされなくてはならないのです。そし

て私たちの生活のあらゆる面で、神のみ旨を聞

いてゆく心構えをもってゆくことが必要です。

このような態度が教会の生活や、社会での歩

みに結びついているとき、ほんとうに恵みの福

音にふさわしい生き方になってゆきます。

(主のものとしての生き方については、改めてくわしく学び

ます。)

lTol

れさせるのでなく、この世の中へと遣わされま

した (ヨ ハネ17:18)。 特別な生活や職業でなく

ても、神が私たちに福音にふさわしい生き方を

期待していてくださる場所が、どこにでもあり

ます。

社会の生活の中では、いつもクリスチャンの

仲間がいるとは限りません。しかし、神が造っ

てくださった人間同志として、神が求められる

正しさを、共に実現してゆくように努めたいも

のです。そして人間としての深い問題にふれて

は、いつでも福音を証 ししてゆけるように、備

えていたいのです。



図 キリストのからだである教会

教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしている

方の満ちておられる場です。           (エ フェソ1:23)

キリストについて説教されないところには、キリス ト教会をつく

り、召し、集められる聖霊はおられず、教会なくしてはだれも主キリ

ストのもとに来ることはできない。    (ル ター 0大教理問答書)

「教会」とは むかし吉利支丹の時代には、教会は「ゑけれ

じや」と呼ばれました。呼び出された者の集い

という意味のギリシャ語「エクレシヤ」に由来

する名前です。禁制後ずいぶんして見つけられ

た吉利支丹の聴取にあたった役人が、「吉事家」

というあて字で書き留めている例もれ免
と言い

ます。イエス・キリス トの喜ばしい音信を中心

にしているという意味では、ふさわしい文字と

いえるかもしれません。明治の初めに、当時の

既成宗教でない宗教の集会所が「教会」と呼ば

れました。その頃のわが国での既成宗教は、一

般の習慣の中に定着 し、主として祭儀が重んじ

られ、教えを聞く必要もなかったのに、新しい

宗教グループではその教理を教える必要があっ

たからと考えられます。もちろんキリス ト教

は、聖書の福音を教えられ、信仰の告白をして

ゆかなくてはなりません。しかし、キリスト教

会はたんに教えが説かれるところというだけで

はありません。たしかにひとりで信仰している

というと、自分勝手な理解に陥りがちですし、

仲間の中では正されたり、支えられたりするこ

とができます。しかし、そういう便宜的なこと

によるのではなく、信仰者たちは神の国の民と

して、共に集って来ました。聖書は、キリスト
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「教会に行く」?

「聖徒の交わり」

の実態

のからだとして主のいのちに連なり、その働き

に仕えるものとしての教会を示しています。私

たちは、それにつらなるように、招かれている

のです。

私たちはどうかすると、教会というと「礼拝

堂」のことを考えたり、主日の礼拝や集会に参

加することを「教会に行く」と言ったりします。

しかし、もともと教会はそういう場所の意味で

はありません。たしかに、礼拝したり、学んだ

り、交わりをもつ場所も必要ですし、それを教

会と呼ぶのも自然のことだと思えます。しか

し、「キリストのからだ」 (エ フェソ1:23)とか

「神の民」 (1ペ トロ2:9,10)と か呼ばれる教会

は、場所というよりはむしろキリストを主と告

白する人々の群れを表わします。ですから、教

会は「何か」というより「だれか」ときく方が

より正しいかもしれません。しかも、ただ多く

の人が寄り合っているだけでなくて、主イエス

をかしらとする一つのからだにたとえられま

す。いつもいのちのことばを聞いて受けてゆく

ことが必要ですし、ただ集まっている時だけで

なく、それぞれに散っている時も、教会に属し

ている一人ひとりなのです。

教会は「聖徒の交わり」であると、使徒信条

は告白しています。しかし聖徒というのは、い

わゆる聖人君子のことではありません。聖なる

神のものというほどの意味です。信仰によっ

て、主のものにされた人々です。この聖徒、つ

まり信仰者の交わりは、この世にあってはまだ

罪のうちにある人間の交わりでもあります。日
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隠された教会

告白する信仰者

ごとに豊かにこの教会で罪のゆるしを受ける必

要のある者どもの集まりにほかなりません。り

っぱな、理想的な人々の集まりというよりは、

むしろ自分の罪をざんげし、執り成 しあい、神

のゆるしをもたらし合う者たちのつどいとして

の教会の交わりです。

現実の教会は、人間的な汚れも帯びているに

違いありません。しかもみことばが宣べ伝えら

れているかぎり、いつでもそこに神の民がいま

す。地上の教会の姿とは別に、天上の理想の教

会があるというのではなくて、具体的な、あの

人、この人を含んだ交わりの中に、神の教会は

隠されています。その境界線がどこにあるか

は、人には分かりませんし、いつもその線は動

いているかもしれません。新しい人々に対して開

かれ、広がってゆきますし、私たちも迷い出る

かもしれません。 それでも神の認めてくださる教
会は、具体的な人間の集まりの中にあります。

神の教会と具体的な人々の集まりを貫 く軸は、

みことばの宣教です。神のことばが正しく受け

取られるなら、その人々はたしかに神の国に属

し、キリストのからだに連なる者とされます。

神のみことばを正 しく受け取るということ

は、私たちが正しい信仰の告白をすることに結

びついています。一定の地域に住む者や信徒の

家庭に生まれた人が、自動的に会員となるとい

うのではありません。キリスト教的な環境の中

に生まれ、育つことは、大きな恵みですが、同

時に自分自身で信仰を表明してゆくようになら

なくてはなりません。そうするように、私たち

[73]



一つの、公同の、

使徒的教会

十字架のしるし

※キリス ト教会が、信

仰者の集団としてもっ

ている特徴を考えまし

よつ。

一人ひとりが招かれ、呼び出されています。子

どもたちに対しても、そういう導きと教育が必

要です。

「すべての民をわたしの弟子にしなさい」 (マ

タイ28:19)と いう主の命令に従って、世界のあ

らゆるところに、いろいろな仕方で、教会があ

ります。礼拝や生活の習慣には、さまざまな違

いもあります。雪のクリスマスのイメージは、

熱帯や南半球では通用しないでしょう。しか

し、どこにあっても主イエスをかしらとして、

唯一の神への信頼を言い表す限り、一つの教会

に属します。普遍的に広がる一つの教会を「公

同」の教会と言います。使徒たちが伝えた共通

の信仰を保ち、今も伝えているのですから、「使

徒的」な教会と呼ばれます。

神社と言えば鳥居、お寺と言えばまん字、そ

してキリスト教と言えば十字架で表されるのが

普通です。地図の上での場所を示すだけでな

く、罪のゆるしの福音を示す十字架は、ほんと

うの意味で教会のしるしと言えます。しかし、

キリストの十字架の出来事を示すだけでなく、

主にならってほかの人の重荷を負ってゆくしる

しにもならなくてはなりません。教会はキリス

トの再臨の時まで、この世の中に隠されている

神の国の姿でもあります。私たちはこの教会を

とおして神の国の民とされます。小さい、みす

ぼらしい、罪にまみれた教会であっても、十字

架の福音が保たれているなら、たしかにそこに

キリストの教会があります。そのような教会に

私たちも属するのです。
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0私 たちの教会

キリストがそうなさったのは、言葉を伴う水の洗いによって、教会

を清めて聖なるものとし、しみやしわやそのたぐいのものは何一つな

い、聖なる、汚れのない、栄光に輝く教会を御自分の前に立たせるた

めでした。                 (エ フェソ5:26,27)

神に感謝すべきことに、七歳の子どもも、教会はなんであるかとい

うことを知っているからである。すなわちそれは、聖なる信仰者たち

であり、羊飼いの声に聞き従う羊たちである。

(ルター・シュマルカルデン条項)

信仰告自の集団 教会はどこにあっても、どんな人々によって

構成されていても、正しい信仰に連なっている

かぎり、キリストをかしらとする唯一のからだ

に属しています。しかし、私たちにとっては、

礼拝のために一定のところに集まる具体的な交

わりが、直接にふれる教会です。新約聖書は、

それぞれの場所に集まる神の民の集団を、コリ

ントにある神の教会、ガラテヤにある教会など

と呼んでいます。しかし、それぞれの町では、

彼らはなお少数の人たちに過ぎませんでした。

この交わりは、地縁や血縁を土台にするのでは

なく、信仰告白を中心にしています。そして信

仰によって結ばれる神の一つの民の、それぞれ

の部分だということができます。その信仰告白

のかなめはイエスによる罪のゆるしの福音にほ

かなりません。

ルーテル教会 私たちの教会は、16世紀の ドイツにおける宗

教改革の信仰の流れを引く教会です。宗教改革

者マルティン・ルターの名で呼ばれたルーテル

教会は、いわゆるプロテスタント教会の中心を
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教会の使命と職務

なしています。今は「ルター」という表記をし

ますが、明治時代には「ルーテル」と呼びまし

た。その教会は神の恵みと信仰とを強調し、聖

書のみことばに立つことを主張しています。

ルーテル教会はドイツに始まって、全世界に広

がりましたが、わが国では明治26年の復活祭に

九州佐賀の地で伝道が開始されました。わが国

における伝道は、まだまだこれから担ってゆか

なくてはならない課題です。しかし、世界のプ

ロテスタント教会の約半分を占めるルーテル教

会に属しており、私たちの教会も、アメリカ、

ドイツ、北欧諸国と密接なつながりをもってい

ます。

教会は、その会員がみことばによって養われ

るだけでなく、いつもみことばを宣べ伝え、神

の愛を証しする使命を持っています。かしらで

あるイエスご自身が、みことばは宣べ伝え、教

え、いやし、仕える働きをなさったように、そ

のからだとされる教会も、そのような主の働き

に仕えてゆきます。その使命と働きを果してゆ

くために、教会には一定の組織や、協力して仕

事を分担 してゆくための役割が必要となりま

す。しかし、もともと一定の目標達成のために

組織されて働く企業体とは違い、みんなの自発

的な働きと協力を促して、その働きを広げてゆ

く運動体と似ています。私たちが参加して力を

合わせないで、だれかがしてくれるのを待って

いても、なかなか期待のようにはなりません。

みんなで教会の使命のために考え、協力するこ

とが必要です。
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各個の教会で それぞれの教会は、何よりもみことばを中心

としていますから、まずみことばに聞き、みこ

とばを伝えるために、みことばの職務である牧

師が必要となります。それと共に教会の働きを

整え、計画 し、支えてゆくために、教会員全体

が総会で考えます。その方針に基づいて具体的

な方法を考え、またいつもしておかなくてはな

らない運営の働きは、役員会や必要な委員を選

び、それを中心にしてなされます。教会学校の

教師や、壮年会、婦人会、青年会などの委員、あ

るいは地域ごとの交わりの世話役、さまざまな

奉仕の働きの中心となる人々など、それぞれの

教会で必要な働き人があります。会堂をはじめ

必要な建物の建設維持、掃除、諸集会の案内や

広報、週報などの作成と配付、発送、受け付け

や会堂での具体的な案内をすることなど、たく

さんの仕事が教会にはあります。個人個人の証

しや伝道も、教会の交わりが中心にないと、ひ

とりよがりになる危険があります。具体的な働

きは、地味で目立たないことが多いのですが、

それぞれ必要な仕事ですし、一緒に働きにたず

さわることで、お互いの交わりや理解を深める

ことにもなります。何より主ご自身の働きの一

端にあずかってゆくことができるのです。

教会のいっさいの働きに必要な資金も、会員

の献げものによって、まかなわれます。いろい

ろな働きも、知恵も、時間も、お金も、私たち

に与えられる恵みへの応答として献げられるの

です。

各個の教会での働きを支え、考えてゆくと共

に。協力して共同の働きをしてゆくために、地
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より大きな輪

※私たちの教会は、ど

ういう場所に、どうい

う歴史をもち、どうい

う働きをしているので

しょうか。

区、教区あるいは全体の教会の中で、さまざま

な課題と分担がなされます。自分たちの地域は

もちろん、たくさんのまだ伝道されていない地

域への働きかけを考えてゆかなくてはなりませ

んし、いろいろな側面で助力を必要としている

教会もあります。それは国内に限ったことでは

ありません。

たとえ自分たちの教会の現状が、外の働きを

応援するほどでなくても、そのようなさまざま

な面での働きを覚えて、できるだけの協力をし

てゆくことが必要です。私たちのからだは、う

まく利用することができない時から、手足をも

っています。無駄なようでもそれを動かし、働

かせてゆくうちに成長してきました。たとえ幼

い手足でしかないようであっても、働かせてゆ

ことが必要なのです。

国内のルーテル教会の中だけでなく、私たち

は交わりをもっている各国の教会とのいろいろ

なレベルでの結びつきと、協力して実行できる

働きを考えてゆかなくてはなりません。ルーテ

ル教会の間だけに限らず、地域の中でも、ある

いはまたもっと広い面でも、諸教会と協力して

働ける分野があります。人々への奉仕のわざに

おいてはことに、教会のわくを越えて力を合わ

せる必要も生じます。信仰による立場は自分た

ちの中にしっかりもっていることが必要です

が、神さまによって造られた人間同志として、

協力して行かなくてはならない面も少なくあり

ません。

(教派の問題やこの世での奉仕の働きなどについては、改め

て課題として学びます。)
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ω 永遠の生命

神はその独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じ

る者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。  (ヨ ハネ3:16)
こうして、私は主のものとなり、み国において主のもとに生き、永

遠の義と純潔と救いとの中に主に仕えるのです。それは、主が死から

よみがえり、永遠に生きてすべ治められるからです。

(ルター・小教理問答書)

人のいのちと死 神が上の塵、つまりこの世界と共通の物質で

人間を造 り、いのちの息を吹き入れると、人間

が生きたものとなったと、創世記は記していま

す (2:7)。 それは私たちのいのちが神によるも

のであること、神さまとの交わりのうちにあっ

てこそ、ほんとうの生を生きるのだということ

を示しています。ただ外面的な現象として生き

延びているというだけでなく、そこでこそ生き

甲斐と使命をもって、いきいきと生きるので

す。しかし、現実の人間は、さまざまな面での

進歩発展にもかかわらず、苦しみや死からまぬ

がれることのできない存在です。生まれた時か

ら、死とただ一歩の距離にあります。死は必ず

私たちにおとずれてきます。しかし、生あるも

のは必ず死ぬというだけでなく、聖書は人の死

が罪と結びついていることを教えます。神さま

との関係をいきいきと持っている人は、幼くて

も老いても、肉体的に生きていても死んでも、

神に生きるのです。主イエスによって罪にゆる

しを与えられることは、同時に神に生きる永遠

のいのちを与えられることであります。

主イエスの死と
復活の中に

イエス・キリストは、多くの病人をいやし、死
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復活の望み

者を復活させる力をさえ示されました (マ タイ

9:25、 ルカ7:15、 ヨハネ11:44)。 しかもご自分

は、敵の手にかかって苦しみを受け、十字架に

かけられ、人々のあざけりにも関わらず自ら十

字架から下りてくることなく、屈辱的な刑死を

とげ、墓に葬られてしまいました。けれども、

主の死は輝かしい復活の勝利につながるもので

した。主ご自身が死の中にとどめおかれず、復

活されたというだけではありません。眠ってい

る者の初穂として、すべての人の復活のさきが

けとなり、道を開いてくださったのです(1コ リ

ント15:20)。 「わたしは復活であり、命でゑr」
(ヨ ハネ11:25)と 言われた主は、人の罪の贖 い

として死なれただけでなく、その死によって死

を滅ぼし、私たちが永遠のいのちに至ることが

できるようにしてくださいました。私たちは自

分自身を、この主の死と復活にかさねて見なく

てはなりません(2コ リント5:14,15)。

死は私たちの終わりではなく、み国において

主と共に、復活のいのちを生きる望みを、私たち

は与えられています。聖書は「人間にはただ一度

死ぬことと、その後に裁きを受けることが定まっ

ている」(ヘブライ9:27)と 言います。しかし、主

を信じる者にとっては、「死んだのち裁きを受け

る」ことは、むしろ救いの完成です。主のいの

ちにつらなる復活のいのちを生きることが許さ

れます。この人たちには、もはや死はなく、悲

しみも嘆きも労苦もありません (黙示録21:4)。

復活は、肉体が滅んでも霊魂だけはどこかに

生きているということを教えるのではありませ

ん。死は完全な滅びであり、現実的なもので

[86]



将来の望みと今

天国の到来

す。しかし、この完全な滅びの中から、神は私

たちをよみがえらせてくださいます。それは地

上のもとのからだの回復ではなくて、新しい創

造によるものです。完全な死を通りながら、私

が私として復活させられます。イエスの死と復

活は、このような私たちの望みの保証であり、

初穂であります。

イエス 。キリストによる復活のいのちは、私

たちが将来いつの日か死んで、またいくばくか

の時がたって、終わりの日になり、復活するこ

とができるという、私たちが考えやすい予定表

を超えています。マルタは、兄弟ラザロが亡く

なったとき、そのように、終わりの日の復活の

時に復活することを考えていました (ヨ ハネ

11:24)。 ところが主は、そのような予定表を超

えた仕方で「わたしを信じる者は死んでも生き

る」と言われました。私たちがキリストと共に

死に、共に復活するのは、すでに現在のことと

してあることを、パウロも不しています (ロ ー

マ6:3-8,エ フェソ2:6)。 神のみ国のあり方と、

私たちの時間空間の尺度とが、どのようにかか

わり合い、釣り合っているのか私たちには分か

りません。しかし確かに、永遠のいのちにつら

なるいのちが、信仰によって今始められます。

私たちが歳をとったら天国に近づいたという

のでも、よいことをすれば天国へと進んでゆけ

るというのでもありません。ましてだれでも死

んだら「天国行き」だというわけではありませ

ん。天国は神さまのおられるところ、その支配

したもうところです。永遠のいのちが現在の生
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永遠のいのちを

生きる

※聖書は、いわゆる死

後のいのちについて、

結局どういうことを教
えているので しょう

か。

に関わるように、今の生活の中でも、もし神さ

まのみ旨が私を支配しているなら、そこには天

国があるといえます。

もちろん、今私たちが味わい得る天国は、完成

のみ国とは違います。そして本来のみ国につい

ては、聖書はあまり詳しい具体的なことを語っ

てくれません。おそらく私たちの体験や言葉で

は百い表すことが難しいからでしょう。けれど

も、主が復活について教えられたとき、天にあ

って人々が再会することができ、しかも天使の

ような存在であることをお示しになりました

(マ タイ22:30)。 黙示録の終わりもその輝かし

い状態を象徴的に示しています。

天の国あるいは神の国と同じような意味で、

ことにヨハネが多く使っている「永遠の生命」

も、ただいつまでも続く退屈ないのちという意

味ではありません。「永遠の命とは、唯一のま

ことの神であられるあなたと、あなたがお遣わ

しになったイエス 。キリストを知ることです」

(ヨ ハネ17:3)と 、イエスは最後の祈りの中で言

われました。肉体的いのちそのものも、私たち

はそれがどこにあるか知りませんが、生きてい

るかどうかは、その人が活動し、成長しており、

触れれば温かいことですぐ分かります。新しい

いのちも同じです。ヨハネは「兄弟を愛してい

る」ということによって死からいのちへ移った

ことが分かると言います (1ヨ ハネ3:14)。 み子

を信じる者には、主ご自身が永遠のいのちを約

束してくださいました。私たちは、この主によ

って、永遠のいのちを今から、生きはじめるの

です。
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